
市報市報

　１月９日、山内南郷の三ツ屋地区で『百万
遍念仏講』が行われました。
　この行事は約200年の歴史があり、当日は
約20人の地区の方々が参加。長老役の女性を
中心にし、長さ約10ｍの大きな数珠をまわし
ながら鐘の音に合わせて念仏を唱え、１年間
の無病息災を願いました。

１年間の無事を願い
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本に親しみ、思いを表現

　
　
　

 

（
上
）佐
吉
開
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
会

が
購
入
し
た
子
ど
も
み
こ
し
、（
右
・

下
）
新
関
自
治
会
が
購
入
し
た
子
ど

も
み
こ
し
と
衣
裳

表彰式を終えた入賞者の皆さんと髙橋教育長
（右上上段）・加藤中央図書館長（中央上段）

今月の表紙

　『百万遍念仏講』は、数珠を１周
させると１万回唱えたとみなし、
地区の３カ所の入口で念仏を唱え
ながら合計100周させて地区の安
全を祈ることからこのように呼ば
れています。
　最近では、より多くの方が行事
に参加できるようにと、祝日であ
る『成人の日』に行われています。

宝
く
じ
助
成
で
み
こ
し
等
整
備

　

佐
吉
開
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
会
と

新
関
自
治
会
で
は
、
宝
く
じ
の
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

地
域
の
行
事
で
使
わ
れ
る
子
ど
も
み

こ
し
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
自
治
会
も
地
域
の
活
性

化
の
み
な
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
郷

土
愛
を
育
て
、
地
域
行
事
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
促
進
し
て
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

佐
吉
開
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
会

　

佐
吉
開
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
会
で

は
、
み
こ
し
を
担
い
で
地
域
を
練
り

歩
く
地
域
行
事
に
使
用
す
る
『
子
ど

も
み
こ
し
』
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

行
事
は
20
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
自
前

の
み
こ
し
が
な
く
、
ほ
か
か
ら
借
り

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
自
前
の

み
こ
し
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
体
験
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

新
関
自
治
会

　

新
関
自
治
会
で
は
、
み
こ
し
を
担

ぎ
、
小
神
楽
を
披
露
し
な
が
ら
地
域

内
を
練
り
歩
く
地
域
行
事
に
使
用
す

る
『
子
ど
も
み
こ
し
』
と
『
衣
装
』

を
購
入
し
ま
し
た
。

　

行
事
に
は
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
地
域

が
も
っ
と
も
に
ぎ
や
か
に
な
る
行
事

で
す
。
し
か
し
、
長
年
使
用
し
た
み

こ
し
の
老
朽
化
や
、
神
楽
衣
装
の
傷

み
に
よ
り
、
参
加
で
き
る
人
数
が
制

限
さ
れ
て
い
た
た
め
、
以
前
の
活
気

を
取
り
戻
そ
う
と
、
子
ど
も
み
こ
し

１
基
と
衣
装
10
着
を
揃
え
ま
し
た
。

宝くじの収益は、広く社会に
役立てられています。

第
40
回
秋
田
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会 

第
40
回
秋
田
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会 

栄光

※
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、
地

　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
と
宝

　
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の
た
め
、
宝
く

　
じ
の
収
益
を
財
源
と
し
て
、
自
治
総
合

　
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
助
成
事
業

　
の
制
度
で
す
。

※

男
子　

第
３
位

　

雄
物
川
Ｋ
ｉ
ｔ
ａ
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

女
子　

第
３
位

　

浅
舞
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ひ

ま

り

ひ

ま

り

あ
ず
は
あ
る

　

今
年
度
募
集
し
た
『
第
６
回
読
書

に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
』
に
は
、

文
章
部
門
に
１
０
１
点
、
短
文
部
門

に
２
，
５
３
７
点
、
絵
画
部
門
に
５

０
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
市
長
賞
に
旭
小
２

年
・
村
上
向
日
葵
さ
ん
、
教
育
長
賞

に
上
宮
第
一
幼
稚
園
５
歳
児
の
谷
川

東
覇
さ
ん
、
中
央
図
書
館
長
賞
に
増

田
小
６
年
の
佐
々
木
駿
さ
ん
、
審
査

員
特
別
賞
に
は
、
吉
田
小
３
年
の
伊

藤
璃
璃
香
さ
ん
、
増
田
小
１
年
の
石

田
晄
大
さ
ん
、
朝
倉
小
５
年
の
伊
藤

龍
朗
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
に
、
教
育
長
室
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
入
賞
者
に
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
教
育
長
が
『
の
ぞ
く
』

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
本
を
紹
介
し「
皆

さ
ん
は
、
受
賞
を
境
に
本
を
読
む
習

慣
が
で
き
た
と
思
う
。
学
校
や
図
書

館
に
は
お
も
し
ろ
い
本
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
『
チ
コ
と
き
ん
い
ろ

の
つ
ば
さ
』
の
感
想
文
を
書
い
て
入

賞
し
た
村
上
向
日
葵
さ
ん
は
「
市
長

賞
を
も
ら
っ
て
と
て
も
う
れ
し
い
。

表
紙
の
絵
が
き
れ
い
で
読
ん
で
み
た

　
　
　

が
、
読
ん
で
み
る
と
難
し
く

　
　
　

て
何
度
も
読
ん
だ
。
こ
れ
か

　
　
　

ら
も
本
を
読
ん
で
感
想
を
書

　
　
　

き
た
い
」
と
喜
び
の
声
を
聞

　
　
　

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

な
お
、
入
賞
作
品
と
絵
画
・

　
　
　

短
文
の
入
選
作
品
は
、
１
月

　
　
　

10
日
か
ら
市
内
各
図
書
館
等

　
　
　

を
巡
回
し
、
展
示
し
て
い
ま

　
　
　

す
。
詳
し
い
日
程
は
、
１
月

　
　
　

１
日
号
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
　
　

だ
さ
い
。

こ
う
た

し
ゅ
ん

た
つ
ろ
う り

り

か
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１月12日、横手市雪害連絡部を設置　

山内地域に警戒部、除雪費を増額

横手かまくらエフエムに中継局の予備免許　

年度内には市内ほぼ全域で受信可能に

  

12
月
中
旬
か
ら
強
い
寒
気
が
日
本

列
島
を
覆
い
、
秋
田
県
内
で
は
雪
の

降
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響

で
、
１
月
12
日
に
は
秋
田
地
方
気
象

台
横
手
観
測
所
の
積
雪
深
が
今
シ
ー

ズ
ン
初
め
て
１
０
０
㌢
を
越
え
、
山

内
地
域
で
は
簡
易
計
測
値
（
山
内
消

防
分
署
前
）
が
１
４
０
㌢
を
観
測
。

こ
の
た
め
、
同
日
午
前
９
時
に
山
内

地
域
局
に
雪
害
警
戒
部
、
ま
た
本
庁

と
山
内
以
外
の
各
地
域
局
に
雪
害
連

絡
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

雪
害
警
戒
部
と
雪
害
連
絡
部
で
は
、

雪
に
よ
る
被
害
へ
の
警
戒
を
強
め
る

と
と
も
に
、
被
害
や
危
険
個
所
な
ど

の
情
報
収
集
と
市
民
生
活
の
安
全
確

保
に
努
め
ま
す
。
雪
は
１
月
中
旬
に

い
っ
た
ん
小
康
状
態
と
な
り
ま
し
た

が
、
し
ば
ら
く
は
気
温
の
低
い
日
が

続
く
見
込
み
で
す
の
で
、
気
象
情
報

に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

市
危
機
管
理
室（　

３
５
‐
２
１
９
５
）

ま
た
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課

◆
除
雪
費
に
４
億
円
を
増
額

　

市
で
は
、
今
年
度
の
除
雪
費
と
し

て
７
億
８
，
９
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
し
た
が
、
１
月
16
日
に
市
長

の
専
決
処
分
に
よ
り
４
億
円
を
追
加

す
る
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

雪
の
降
り
始
め
か
ら
１
月
12
日
ま

で
の
約
１
カ
月
間
で
、
年
間
の
除
雪

出
動
見
込
み
回
数
25
回
の
３
分
の
２

に
あ
た
る
17
回
の
出
動
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
予
算
不
足
が
見
込
ま
れ
た

た
め
で
す
。
今
後
も
、
早
朝
除
雪
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
幹
線
道
路
や
生

活
道
路
の
除
排
雪
に
よ
る
交
通
確
保

に
努
め
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
で
雪
に

　

関
す
る
情
報
を
提
供

　

横
手
か
ま
く
ら
エ
フ
エ
ム
（
周
波

数
７
７
・
４ 　

）
で
、
市
か
ら
の
雪

に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
（
詳
し
く
は
17
㌻
）

◆
公
共
の
雪
捨
て
場
を
開
放

　

各
地
域
の
公
共
雪
捨
て
場
を
開
放

し
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く
は
７
㌻
）

メ
　
ガ
ヘ
ル
ツ

中継局名
 大森中継局
 増田中継局
 山内中継局
 狙半内中継局
 南郷中継局
 保呂羽中継局
 吉谷地中継局
 坂部中継局

■横手かまくらエフエム放送の中継局

※周波数は、８局とも77.4メガヘルツ　

所 在 地
大森町字持向
増田町増田字若松
山内大松川字上台
増田町狙半内字七曲下
山内南郷字赤渕
大森町八沢木字本木
山内平野沢字姥石
大森町坂部字小屋ノ沢

　

市
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放

送
局
と
し
て
昨
年
４
月
に
開
局
し
た

横
手
か
ま
く
ら
エ
フ
エ
ム
に
、
１
月

５
日
、
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
か

ら
市
内
８
カ
所
の
中
継
局
予
備
免
許

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
現
在
、
市
が
整
備
し
て

い
る
中
継
局
の
使
用
に
向
け
た
手
続

き
で
、
免
許
人
は
放
送
事
業
者
で
あ

る
横
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
株

式
会
社
（
岩
佐
佳
政
代
表
取
締
役
社

長
）
で
す
。
各
中
継
局
の
工
事
が
済

み
し
だ
い
試
験
電
波
が
発
信
さ
れ
、

今
年
度
中
に
市
内
の
ほ
ぼ
全
域
で
、

同
エ
フ
エ
ム
放
送
が
良
好
に
受
信
で

き
る
環
境
が
整
う
見
込
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
今
年
度
市
が
整

備
を
進
め
て
い
る
『
緊
急
割
り
込
み

放
送
シ
ス
テ
ム
』
と
『
緊
急
告
知
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
』
配
布
（
貸
与
）
の
準
備

も
本
格
化
。
緊
急
割
り
込
み
放
送
シ

ス
テ
ム
は
、
同
社
と
市
が
結
ん
で
い

る
『
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
放
送
に

関
す
る
協
定
』
に
基
づ
き
、
災
害
時

の
緊
急
防
災
情
報
に
関
す
る
放
送
が
、

同
エ
フ
エ
ム
放
送
の
通
常
放
送
に
割

り
込
ん
で
送
信
さ
れ
る
も
の
で
、
緊

急
告
知
ラ
ジ
オ
は
こ
の
緊
急
放
送
を

自
動
受
信
で
き
る
専
用
の
受
信
機
で

す
。
緊
急
告
知

ラ
ジ
オ
は
、
今

年
度
と
来
年
度

の
２
年
で
高
齢

者
世
帯
な
ど
に

１
万
台
あ
ま
り

を
配
布
す
る
予

定
で
す
。

今年度配布される緊急告知ラジオ
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◆第19回よこてぼんでん唄
　　　　　　　コンクール
　時　間／13：00～
　場　所／秋田ふるさと村
　　　　　ドーム劇場

◆長太郎稲荷神社梵天祭
　　　　　　　　【大雄】
　時　間／11：00～12：00
　場　所／長太郎稲荷神社
　　　　　　　　　　　（中島）
　問合せ／大雄地域局産業建設
　　　　　課　52-3913

ぼんでん
【かまくら協賛物産展】
　日時／２月11・12・14～16日
　　　　11：00～21：00
　場所／かまくら館前物産会場

【雪の芸術】
　期間／２月14～16日
　場所／光明寺公園、
　　　　横手商工会議所ほか

【昔語り】
　日時／２月16日
　　　　12：00開場・13：00開演
　場所／かまくら館２階ホール

【第10回手作りあかりアート展 
　　　　　　　　　in よこて】
　日時／２月11～19日
　　　　９：00～18：00（一部21：00）
　場所／こうじ庵（鍛冶町）

横手の雪まつり横手の雪まつり

バス 主な会場を巡回

もうすぐ始まります

おざってたんしぇ

2/11（土）・12（日）・14（火） ◆金沢地区雪まつり『とりごや村』
　時　間／15：00～21：00
　場　所／後三年の役金沢資料館
　問合せ／金沢公民館 　37-2111

2/11
（土）

◆かまくら撮影会
　時　間／17：00～19：00
　場　所／民家苑木戸五郎兵衛村（雄物川）

2/14
（火）

バス かまくら館⇔会場

バス 主な会場を巡回◆かまくら
　時　間／18：00～21：00
　場　所／横手地域局前道路公園、二葉町かまくら通
　　　　　り、羽黒町武家屋敷通り、横手公園、よこ
　　　　　てイースト（横手駅前）、民家苑木戸五郎兵
　　　　　衛村（雄物川）、その他市内一円
　　　　 【ミニかまくら】横手南小学校校庭、蛇の崎
　　　　　川原ほか

◆かまくら in 木戸五郎兵衛村2012 【雄物川】

　時　間／10：00～17：00
　　　　　※ライトアップは16：00頃～21：00
　場　所／民家苑木戸五郎兵衛村
　問合せ／雄物川地域局産業建設課 　22-2187

2/15（水）・16（木）

2/５
（日）

◆ぼんでんコンクール
　時　間／９：30～13：00
　場　所／横手地域局前
　　　　　おまつり広場

2/16
（木）

◆旭岡山神社梵天奉納祭
　時　間／10：00～13：30
　場　所／横手地域局前
　　　　　　　～旭岡山神社

◆金澤八幡宮ぼんでん
　時　間／14：00頃～
　場　所／金澤八幡宮鳥居前
　問合せ／金沢公民館
　　　　　　37-2111

◆三所神社梵天まつり
　　　　　　　【増田】
　時　間／９：30～12：00
　場　所／中・七日町通り
　　　　　商工会前駐車場
　　　　　　　　～三所神社
　問合せ／増田町観光協会
　　　　　　45-5311

2/17
（金）

2/19
（日）

2/18
（土）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

その他のイベント

詳しくは（社）横手市観光協会（　33-7111）
または、各問い合わせ先へどうぞ。

かまくら ★『かまくら館⇔横手体育館』の駐車場バスを運行します。
　横手体育館無料駐車場をご利用ください。バス

★2/13(月)は『かまくらメンテナンスデー』のため、終日
　休みとなります。2/14(火)から再びご覧いただけます。

◆がんばろう東北　ハッピーウェル かまくら
　時間／11：00～21：00
　場所／横手地域局前道路公園、よこてイースト（横手駅前）

　★かまくら先取り体験
　　日時／２月11・12・14・15日
　　　　　11：00～16：00　※１時間単位で利用可
　　場所／横手地域局前道路公園
　　料金／１時間2,000円　※もち、甘酒等付きます
　　定員／１日先着25組　※電話で要予約
　　　 11・12・14日18：00～21：00は、地元の子どもたちが
　　　 かまくらでおもてなしします。

　★ミニかまくら作り体験
　　日時／２月11・12日 ①11：00～、②14：00～
　　　　　※開始30分前に会場で受付
　　場所／光明寺公園（中央町）

　★恋人の聖地認定記念式典＆ラブ　かま
　　　ブライダルファッションデザイナーの桂由美さんが、
　　式典に来場します。入場は無料です。
　　【式　　　典】日時／２月14日 17：00～18：00
　　　　　　　　場所／かまくら館２階ホール
　　【ラブ　かま】日時／２月14日 18：30～21：00
　　　　　　　　場所／よこてイースト（横手駅前）

11・12日18：00～21：00は、横手地域局前道路公園に
男鹿のなまはげがやってきます。写真も写せるよ！
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２
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住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
の
発
展
を
目
指
し
て

　 平成23年度横手市地域づくり協議会
地域づくり講演会・活動発表会を開催します

　地
域
づ
く
り
協
議
会
の
活
動

　内
容

　
『
地
域
づ
く
り
協
議
会
』は
、
地
域

の
声
を
市
政
に
反
映
し
、
地
域
づ
く

り
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
な
っ

て
取
り
組
む
た
め
の
組
織
で
す
。
市

内
８
地
域
に
発
足
し
て
か
ら
間
も
な

く
２
年
が
た
ち
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
計

画
や
施
策
を
提
案
し
た
り
、
地
域
に

関
わ
り
の
深
い
庁
舎
や
公
民
館
の
利

用
法
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
自
ら
の
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
、

特
色
あ
る
『
地
域
づ
く
り
計
画
』
や

『
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事
業
』を

市
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
『
地
域
づ
く
り
計
画
』は
、
昨
年
度
、

平
成
23
年
度
か
ら
25
年
度
の
３
カ
年

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
『
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り

事
業
』
は
、
各
地
域
づ
く
り
協
議
会

が
立
案
し
た
企
画
が
市
議
会
で
の
承

認
を
経
て
、
年
間
２
億
円
の
予
算
で

市
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　　地
域
づ
く
り
協
議
会
委
員
を

　募
集
し
ま
す
　

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
委
員
は
、

各
地
域
18
人
以
内
で
地
区
会
議
が
推

薦
す
る
方
、
地
域
・
各
種
団
体
が
推

薦
す
る
方
、
識
見
を
有
す
る
方
、
公

募
に
よ
る
方
で
構
成
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
の
た
び
、
委
員
の
任
期
満
了
に

と
も
な
い
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
住
ん
で
い
る
地
域

局
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募

用
紙
は
各
地
域
局
地
域
振
興
課
ま
た

は
経
営
企
画
課
（
本
庁
南
庁
舎
内
）

で
配
布
し
ま
す
。

■
応
募
で
き
る
方

　

地
域
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以

上
の
方
で
、
地
域
づ
く
り
に
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
方
。

◆
募
集
人
員
／
各
地
域
若
干
名

◆
任
期
／
２
年
（
平
成
24
年
度
〜
25

　

年
度
）

◆
応
募
期
限
／
２
月
29
日（
水
）【
必
着
】

◆
問
合
せ
／
各
地
域
局
地
域
振
興
課
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　　　　地域づくり協議会

 

市長・市の機関

地　域　住　民

地域づくり協議会
地域が個性を発揮し
て、発展できるよう
意見や提案を行うま
ちづくり機関

連携諮問
意見

答申
意見
提案

地域づくり協議会のイメージ

地域局・経営企画課

参加
提案

参加
提案

地
域
づ
く
り
協
議
会

地
域
づ
く
り
協
議
会

【山内地域：芝桜の管理事業】　　　　　 　【横手地域：YOKOTE音フェスティバル事業】

地区会議参加
提案
連携

連携

各地域で、地域の特色を生かした活動を展開しています

　地域資源を生かしたまちづくりを行っている仙北市の田沢地域
運営体の先進事例講演会を開催します。また、地域づくり協議会
の活動発表や田沢地域運営体との意見交換も行います。
◆日　時／２月18日（土）午後３時～５時
◆場　所／浅舞公民館（多目的ホール）
◆参加費／無料
◆内　容／【地域づくり講演会】午後３時～
　　　　　講師：田沢地域運営体事務局長・浦山清悦氏
　　　　　【活動発表会】午後３時35分～
　　　　　増田『蔵の日』と増田地域づくり協議会のかかわりに
　　　　　ついて　発表：増田蔵の日実行委員長・加藤勝義氏
　　　　　【意見交換会】午後３時50分～
          コーディネーター：国際教養大学・勝又美智雄教授
　　　　　浦山清悦氏、加藤勝義氏、五十嵐市長、地域づくり協
　　　　　議会委員、会場の皆さんで意見交換をします。
◆問合せ／市総務企画部経営企画課（本庁南庁舎内）　35-2164
　市内外のまちづくり活動を知ることのできる絶好の機会です。
　多くの市民の皆さんの参加をお待ちしています。

キーワード
「住民が主役」
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

　市では、経営能力に優れた多様な農業者の確保・育
成のため、新たにパソコン農業簿記に取り組もうとし
ている農業者を対象とした研修会を開催します。
◆日　時／２月27日（月）～28日（火）午前10時～午後４時
　　　　　（28日は午後３時30分終了）※受講料無料
◆場　所／株式会社しすてむ工房（外目）
◆定　員／先着20人
◆申込期限／２月21日（火）
◆問合せ／市産業経済部農業政策課（県平鹿地域振興
　　　　　局内）　32-2112

平成23年度 農業経営者研修会
（パソコン農業簿記）受講者募集

【
市
内
の
空
間
放
射
線
量
】

◆
期
間
／
12
月
16
日
〜
1
月
20
日

◆
場
所
／
横
手
消
防
署
・
雄
物
川

　

分
署
・
十
文
字
分
署　

◆
結
果
／
０
・
０
４
〜
０
・
０
８

　

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時

市長面会日のお知らせ
◆日　　時／２月24日(金)午前９時～10時30分
◆面会人数／６人(１人につき15分程度）　
◆申込期限／２月20日(月)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室
            秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

○国民健康保険税８期
○介護保険料８期  ○後期高齢者医療保険料８期

※年金天引きでないもの
　納期限は２月29日です

　　　　　◆市税等の納付は
　　　　　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　　　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

○国民健康保険税８期
○介護保険料８期  ○後期高齢者医療保険料８期

※年金天引きでないもの
　納期限は２月29日です

　　　　　◆市税等の納付は
　　　　　　「便利・安心・確実」な口座振替で！
　　　　　◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

ＨＰページ番号／000001276
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景
気
変
動
な
ど
の
経
済
上
の
理

由
に
よ
り
事
業
活
動
の
縮
小
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
事
業
主
が
、
一
時

的
な
休
業
等
に
よ
り
雇
用
を
維
持

す
る
場
合
、
国
の
『
雇
用
調
整
助

成
金
』
や
『
中
小
企
業
緊
急
雇
用

安
定
助
成
金
』
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
内
の
事
業
主
で
、
こ
の
助
成

金
の
支
給
を
受
け
た
場
合
『
企
業

緊
急
雇
用
安
定
事
業
補
助
金
』
と

し
て
、
市
が
上
乗
せ
助
成
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
限
り
の
助
成
制

度
で
す
の
で
、
該
当
す
る
事
業
主

の
方
は
、
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
『
雇
用
調
整
助
成
金
』
と
『
中      

小
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
』

　

は
継
続
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
上
乗
せ
助
成
の
内
容

　

国
の
助
成
金
の
算
定
基
準
額
の

５
分
の
１
以
内

◆
申
請
方
法

　

所
定
の
申
請
書
等
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◆
申
請
期
限

　

３
月
31
日（
土
）

※
当
日
消
印
有
効

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

市
産
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企
業
緊
急
雇
用
安
定
事
業
補
助
金
の
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請
は
お
早
め
に

教　育

　
市
と
秋
田
魁
新
報
社
で
は
、
こ

の
春
、
小
学
校
に
入
学
す
る
皆
さ

ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
『
横
手
市

入
学
お
め
で
と
う
大
会
』
を
開
催

し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で

親
子
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
２
月
11
日（
土
）午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分

※
午
後
１
時
開
場

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館
大
ホ
ー

　

ル

◆
対
象
／
平
成
24
年
度
に
小
学
校

　

入
学
予
定
の
市
内
の
児
童
と
そ

　

の
保
護
者

◆
参
加
費
／
無
料

※
市
民
会
館
駐
車
場
に
は
限
り
が

　

あ
り
ま
す
。
車
で
お
越
し
の
際

　

は
乗
り
合
わ
せ
に
よ
る
ご
来
場

　

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課（
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ま
く
ら
館
内
）
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『
横
手
市
入
学
お
め
で
と
う
大
会
』を
開
催
し
ま
す
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　市では、冬期間雪捨場を開放しています。ご利用の際は、雪の中にごみが混入しないよう配慮し、事故に
注意してください。また利用時間や入場できる車両に制限があり、堆雪の状況によっては搬入を中止する場
合もあります。詳しくは、各地域局産業建設課にお問い合わせいただくか、市ホームページで確認してくだ
さい。
【問合せ】
　横手地域局産業建設課　　32-2725     　大森地域局産業建設課  　26-2116
　増田地域局産業建設課　　45-5515    　 十文字地域局産業建設課　42-5119
　平鹿地域局産業建設課　　24-1118     　山内地域局産業建設課　　53-2934
  雄物川地域局産業建設課　22-2187  　　 大雄地域局産業建設課　　52-3913

名称

第１雪捨場

第２雪捨場

第３雪捨場

上川原雪捨場
浅舞スポーツセンター広場
醍醐公民館北側
吉田地区生涯学習センター
第１雪捨場
第１雪捨場
古内雪捨場
第２雪捨場
地域福祉センター北側雪捨場

対象

４㌧以下のダンプ等

４㌧を超えるダンプ等

車両制限なし

４㌧以下のダンプ等

４㌧以下のダンプ等

４㌧以下のダンプ等
車両制限なし（※）
車両制限なし
車両制限なし（※）
４㌧以下のダンプ等

所在地
睦成字七日市  横手川河川敷
東部環境保全センター敷地内
横手衛生センター付近
赤坂字郷士館 
赤坂総合公園駐車場
成瀬川右岸(成瀬川橋上流)
旧浅舞中学校グラウンド
旧醍醐中学校敷地
旧吉田中学校敷地
深井河川敷（新雄物川橋下流）
旧大上橋橋台付近
皆瀬川右岸(十文字大橋上流)
山内公民館横
地域福祉センター北側広場

利用時間

8：30～17：00

9：00～16：30

8：30～17：00

9：00～16：00
9：00～16：00
8：30～16：30
8：30～17：00
9：00～16：30

地域

横　手

増　田

平　鹿

雄物川
大　森
十文字
山　内
大　雄
※大森地域、山内地域は事前に地域局産業建設課に連絡してから搬入してください。

雪捨場を開放しています雪捨場を開放しています ＨＰページ番号／000001562ＨＰページ番号／000001562

建　築

　
こ
れ
ま
で
大
規
模
建
築
物
の
建

築
確
認
申
請
等
の
審
査
は
、
県
が

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日

か
ら
市
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
小
規
模
建
築
物
の
審
査
と
合

わ
せ
て
す
べ
て
の
建
築
確
認
申
請

等
の
提
出
先
は
市
に
一
本
化
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
申
請
手
数
料
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
金
で
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課（
県
平
鹿

　

地
域
振
興
局
内
）  

  　

３
５
‐
２
２
２
４

建
築
確
認
申
請
等
の
提
出
先

と
手
数
料
納
付
方
法
の
変
更

ＨＰページ番号／000001406

ＨＰページ番号／000001406住宅補助
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
１
月
20
日
現
在
の
補

助
事
業
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

◆
申
請
件
数

  

９
６
９
件

◆
補
助
決
定
額

  

８
，
６
７
５
万
５
千
円
（
１
件   

  

当
た
り
平
均
補
助
金
額
８
万
９

　

千
円
）

◆
補
助
金
残
額

　

１
，
３
２
４
万
５
千
円

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

  　

３
５
‐
２
２
２
４　

平
成
23
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
の
状
況
報
告

募　集

 

ＨＰページ番号／000008365
　

横
手
駅
東
西
交
流
施
設
な
ど
の

市
の
施
設
に
自
動
販
売
機
を
設
置

す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
設

置
事
業
者
に
つ
い
て
は
入
札
で
決

定
し
、
貸
付
契
約
し
ま
す
。

◆
入
札
日
時
／
３
月
７
日（
水
）午

　

後
１
時
30
分

◆
入
札
場
所
／
市
役
所
本
庁
北
庁

　

舎
３
階
屋
内
訓
練
場

◆
貸
付
物
件
／
①
横
手
市
横
手
駅   

　

東
西
交
流
施
設
３
カ
所
②
山
内

　

庁
舎
１
カ
所
③
山
内
地
域
局
道

　

路
管
理
セ
ン
タ
ー
１
カ
所
④
本

　

庁
北
庁
舎
３
カ
所
⑤
横
手
市
道

　

路
管
理
セ
ン
タ
ー
１
カ
所
⑥
本

　

庁
南
庁
舎
４
カ
所
⑦
十
文
字
西

　

地
区
館
１
カ
所

◆
貸
付
期
間
／
平
成
24
年
４
月
１

　

日
〜
平
成
27
年
３
月
31
日

◆
貸
付
料
／
市
が
設
定
す
る
予
定

　

価
格
以
上
で
、
最
高
の
入
札
価

　

格
を
貸
付
料
と
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
２
月
29
日（
水
）

※
必
要
書
類
を
市
財
務
部
管
財
課

　

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加

　

資
格
や
注
意
事
項
、
必
要
書
類

　

に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
提
出
先
】

　

市
財
務
部
管
財
課
（
本
庁
北
庁

　

舎
内
）  

３
５
‐
２
１
６
８

飲
料
自
動
販
売
機
設
置
事
業
者
の
募
集

講演会
　
『
農
業
の
明
日
を
拓
く
！
元
気
な

農
業
経
営
』
を
テ
ー
マ
に
、
女
性

の
観
点
か
ら
農
業
改
革
を
掲
げ
、

女
性
社
員
だ
け
の
農
業
生
産
法
人
・

山
形
ガ
ー
ル
ズ
農
場
を
設
立
し
た

高
橋
菜
穂
子
氏
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。　

  

そ
の
ほ
か
、
平
成
23
年
度
秋
田

県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
各
種
発

表
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
増

田
高
校
農
業
科
学
科
生
徒
に
よ
る

研
究
発
表
、
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と

青
年
部
増
田
支
部
会
員
に
よ
る
意

見
発
表
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
15
日（
水
）午
後
１

　

時
30
分
〜

◆
場
所
／
増
田
体
育
館
多
目
的
ホ             

  

ー
ル

◆
参
加
費
／
無
料

【
問
合
せ
】

　

増
田
地
域
局
産
業
建
設
課

  　

４
５
‐
５
５
１
５

第
22
回
横
手
市
増
田
地
域
農
業
活
性
化
講
演
会
の
開
催

ＨＰページ番号／000008513

  

申
請
は
工
事
着
手
前
に
行
い
、

３
月
末
ま
で
に
工
事
完
了
の
実

績
報
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
の
申
請
を
お
勧
め
し

ま
す
。
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■秋田大学横手分校主催の実習＆実験（横手）

普段の学校生活を飛び出して学ぶ

　12月26～28日と１月12・13日の５日間、教師を目指す
秋田大学生４人と市内４校の高校生18人が、横手南中学
校で教育実習を行いました。１月の実習では、１・２年
生の各クラスで１人30分の実習授業を体験。『中学の国
語と高校の国語の違い』や『自分らしさを発見しよう』
など、実習生自らがテーマを決めて授業を行ったほか、
保護者代表との懇談の場も設けられ、どのような先生に
なってほしいか直接話を聞くこともできました。
　また、１月10日には、横手高校青雲館で中学生向け科
学教室が開かれました。生徒たちは、薬品を混ぜ合わせ
て熱を加え、どのような香りになるのかを実験。横手清
陵学院中学校３年の佐々木柚香さん、西村香澄さん、鈴
木明葉さんのグループは、実験でできた香りが「もっと
フレッシュな香りができるかと思っていた」と、予想外
の香りになったことに驚きをみせていました。

『文字式の計算』
を題材に実習を
行う髙橋春世さ
んの授業風景

    市内各地で小正月行事　～地域に受け継がれる伝統行事～　市内各地で小正月行事　～地域に受け継がれる伝統行事～　

　上醍醐と金屋の両地区で、たいまつ焼
きが行われました。火守りの男衆が「燃
えろ、燃えろ」と声を掛け合い、五穀豊
穣と無病息災を祈願しました。

■たいまつ焼き（１月15日・平鹿）

新年恒例、夢のある笑い話！

　『銀河系宇宙ほらふき決勝大会』が１月14日、雄物川
コミュニティセンターで行われました。20回目の記念大
会には、過去に大賞・優秀賞を受賞した４組を含む８組
が出場し、約250人が訪れた会場は、夢のある壮大なほ
ら話の連続に終始笑いが絶えませんでした。
　大賞は羽後町の有原将司さんが２年連続で受賞。『宇宙
一番の正直者』と題し「有原家は縄文時代から続く家系
で私が158代目。家宝のほら貝には卑弥呼の口紅がつい
ている」と話し「いかなるほらも吹くべからず」「正直
にして大飯は食うな」「人の痛みは我が身とす」と〝家
訓〟を披露しました。最後は「被災された人たちも笑顔
になれるように、私たちも笑顔を絶やさずに被災地のこ
とを思い続けることが大切」と結び、観衆の共感を得ま
した。
　ほかに、殺陣を演じる劇団や演歌歌手の歌まねなど、
さまざまなパフォーマンスが披露されました。

■第20回銀河系宇宙ほらふき決勝大会（雄物川）

１_２年連続大賞受賞の
有原将司さんはサックス
の演奏も交えてほら話を
披露　２_ステージで歌
や振り付けを披露する出
場者のグループ　３_多
彩な出し物に思わず吹き
出す観衆の皆さん

１１

３３

２２

ありはらまさ し

ひ み こ

　二井山湯殿山神社で伝統の裸参りが行
われました。参拝に訪れた下帯姿の５人
の男衆は、冷水で身を清め、今年一年の
無病息災や家内安全などを祈りました。

■二井山裸参り（１月７日・雄物川）
　200年以上続く袴形地区の三助稲荷神
社の梵天奉納。男衆と小学生が、「ジョ
ヤサ」の掛け声とともに６本の梵天と恵
比寿俵を威勢よく奉納しました。

■三助稲荷神社梵天奉納（１月15日・大森）

香りがどのよう
に変化していく
のか期待に胸を
躍らせながら実
験を行う生徒た
ち

む ら

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

 

雪
国
の
暮
ら
し 

を
守
る
た
め
に

市
長
コ
ラ
ム
 
①

市
長
コ
ラ
ム
 
①1919

い
ど
む

い
ど
む

　　

昨
年
末
に
日
本
列
島
を
襲
っ
た
〝
年
の

瀬
寒
波
〞
の
影
響
で
、
１
月
12
日
に
は
市

内
の
積
雪
量
が
１
㍍
を
超
え
ま
し
た
。
同

日
、
山
内
地
域
で
は
１
４
０
㌢
の
積
雪
が

確
認
さ
れ
た
た
め
、
山
内
地
域
局
に
雪
害

警
戒
部
を
、
市
全
体
と
し
て
は
雪
害
連
絡

部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
降
り
始
め
か
ら
の
１
カ
月
で
、

当
初
見
込
ん
だ
今
年
度
の
出
動
回
数
の
６

割
を
超
す
早
朝
除
雪
の
出
動
が
あ
り
、
除

排
雪
予
算
を
増
額
い
た
し
ま
し
た
。
市
民

生
活
や
果
樹
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
部
門

で
、
大
き
な
被
害
の
あ
っ
た
昨
冬
の
再
来

か
と
懸
念
し
ま
し
た
が
、
１
月
中
旬
以
降

は
降
雪
も
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
平
地
で
も
２
㍍
を
超

す
積
雪
を
記
録
し
、
『
四
八
豪
雪
』
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
当
時
と
比
べ
て
除
排
雪
機
械
や
設

備
が
格
段
に
進
歩
し
て
い
る
中
で
、
あ
の

よ
う
な
深
刻
な
事
態
や
大
き
な
被
害
が
生

じ
た
背
景
に
は
、
社
会
的
な
要
因
の
変
化

が
あ
り
ま
す
。
最
も
大
き
い
の
は
、
人
口

の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
〝
地
域
力
の
低

下
〞
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
就

業
形
態
の
変
化
や
車
へ
の
依
存
度
が
高
い

交
通
体
系
、
さ
ら
に
は
〝
空
き
家
対
策
〞

な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
雪
対

策
上
の
課
題
と
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
克
雪
（
雪
の
克
服
）
の
基

本
は
〝
自
助
・
共
助
・
公
助
〞
と
申
し
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
現
実
に
は
『
自
助
』

『
共
助
』
を
な
す
各
家
庭
や
地
域
社
会
に
、

従
来
に
増
し
て
の
負
担
と
協
力
を
い
た
だ

く
こ
と
が
難
し
い
の
が
実
状
で
す
。
市
も

生
活
道
路
の
除
排
雪
や
高
齢
者
等
へ
の
雪

寄
せ
・
雪
下
ろ
し
支
援
、
雪
捨
て
場
の
開

放
な
ど
に
取
り
組
ん
で
は
い
ま
す
が
、
地

方
財
政
が
逼
迫
す
る
中
で
は
県
や
市
が
行

う
『
公
助
』
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
１
月
25
日
、
平
成
18
年

９
月
以
来
５
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
国
土

審
議
会
豪
雪
地
域
対
策
分
科
会
に
出
席
い

た
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
地
域
が
直
面
し

て
い
る
窮
状
と
昨
シ
ー
ズ
ン
の
雪
害
を
踏

ま
え
た
取
り
組
み
を
報
告
し
、
自
衛
隊
派

遣
の
条
件
緩
和
や
国
に
よ
る
緊
急
時
の
集

中
支
援
体
制
の
整
備
な
ど
を
改
め
て
訴
え

ま
し
た
。

　

雪
国
で
暮
ら
す
こ
と
の
大
変
さ
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
守
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、
今
後

も
地
域
が
抱
え
る
根
本
的
な
課
題
を
根
気

強
く
国
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

〝
　
　
　
　
　
　
〞

2012『食と農』フォーラム in 横手と
石川雅之氏サイン会を開催します
2012『食と農』フォーラム in 横手と
石川雅之氏サイン会を開催します

■期日　
　２月25日（土）　
■時間／場所
　【石川雅之氏サイン会 午前の部】
 　午前11時～・増田まんが美術館
  【2012『食と農』フォーラムin横手】
 　午後１時～３時10分・横手セントラルホテル
　【石川雅之氏サイン会 午後の部】 
　 午後３時20分～・横手セントラルホテル

　『2012「食と農」フォーラム』では、チーム・プラ
スＹの優良事例表彰・発表のほか、発酵菌キャラク
ターで人気の漫画『もやしもん』の作者・石川雅之
氏、株式会社秋田今野商店代表取締役社長・今野宏
氏、日の丸醸造株式会社取締役社長・佐藤譲治氏、
浅舞酒造株式会社杜氏・森谷康市氏によるトークシ
ョーを開催します。フォーラムの参加者には、もや
しもんグッズのプレゼントがあります。当日は石川
雅之氏のサイン会も開催します。

■定員
　先着150人　
  ※お一人で５人分まで整理券を申し込みできます
■申込方法
　２月６日（月）～10日（金）、午前９時から午後５時ま
　で電話受付をします。
■申込み・問合せ
　市産業経済部マーケティング推進課
　（県平鹿地域振興局内）　32-2117
※詳しくは、食と農からのまちづくりのホームページ
　をご覧ください。http://www.shoku-yokote.com/

■定員
　午前の部、午後の部とも各50人（合計100人）
■申込方法
　往復はがきで、２月６日（月）まで応募してください。
　申し込み多数の場合は抽選になります。
  ※当日消印有効
■申込み・問合せ
　〒019-0701　横手市増田町増田字新町285
　横手市増田まんが美術館　45-5556
※申込方法等の詳細は、増田まんが美術館のホームペ
　ージをご覧ください。http://manga-museum.com/

食と農フォーラムのみ参加希望の方 食と農フォーラム＆サイン会参加希望の方

 2012『食と農』フォーラムin横手／市長コラム

ひ
っ
ぱ
く
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杉山　翔さん
すぎやま　しょう（23歳・雄物川）

　

昨
年
４
月
に
Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
に
就
職
し
、大

森
総
合
支
店
の
営
農
資
材
課
に
配
属
さ
れ
た
翔

さ
ん
。「
農
家
の
人
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に

し
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。同
じ
担

当
の
１
歳
年
上
の
先
輩
は
、農
業
全
般
に
つい
て
知

識
が
豊
富
で
目
標
と
す
る
人
で
す
」と
初
々
し
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

雄
物
川
中
３
年
の
時
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
県
選

抜
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、全
国
の
舞
台
を
経
験
し
た
翔

さ
ん
。横
手
高
校
で
は
長
身
を
生
か
し
た
セ
ン
タ

ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
１
年
か
ら
レ
ギ
ュラ
ー
に
定

着
。勉
学
に
も
励
み
、充
実
し
た
高
校
生
活
を
送

り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
に
進
学
。

「
世
界
文
化
の
研
究
や
国
際
問
題
を
専
攻
し
ま
し

た
。共
に
学
ん
だ
学
部
の
仲
間
は
、今
で
も
大
切
な

存
在
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
つ
い
て

　

Ｖ
Ｃ
秋
田
と
い
う
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
を
通
じ
て
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
へ
恩
返

し
を
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。杉山さんは、前回の佐
野さんからのご紹介です。

  

由
紀
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
は
、奈
良

県
大
和
郡
山
市
で
、ご
主
人
の
転
勤

で
山
梨
か
ら
横
手
に
来
て
６
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。一人
娘
の
真
由
実

さ
ん（
９
歳
）と
の
３
人
家
族
で
、ご

主
人
の
正
人
さ
ん
は
カ
メ
ラ
の
キ
タ

ム
ラ
横
手
店
の
店
長
を
務
め
て
い
ま

す
。

　
「
横
手
は
、地
域
や
友
人
同
士
の
つ

な
が
り
が
深
く
、人
の
温
か
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。こ
の
季
節
、か
ま
く

ら
や
梵
天
を
家
族
や
友
人
と
見
る

こ
と
が
楽
し
み
で
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

山
梨
で
梅
干
し
の
漬
け
方
を
教

わ
り
、そ
れ
以
来
、毎
年
20

㌔
ほ
ど
を
漬
け
て
い
る
と
い
う
由
紀

さ
ん
。「
大
屋
梅
や
県
内
産
の
梅
な

ど
で
数
種
類
作
り
ま
す
。駐
車
場

で
の
天
日
干
し
の
光
景
は
、圧
巻
で

す
よ
。で
き
あ
が
っ
た
梅
干
し
を
知

り
合
い
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
の
が
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
」と
う
れ
し
さ

が
伝
わ
って
き
ま
す
。

　
「
横
手
の
友
人
と
は
、家
族
ぐ
る

み
の
付
き
合
い
を
し
て
い
ま
す
。い

ず
れ
主
人
の
転
勤
で
横
手
を
離
れ

る
日
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
は
、

離
れ
て
も
付
き
合
って
い
く
こ
と
の

で
き
る
強
い
絆
を
感
じ
て
い
ま
す
」

と
笑
顔
で
誇
ら
し
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

  笑顔が

　舞扇流『扇の会』は、山内生涯学習センター主催の
日本舞踊教室がきっかけとなり、平成13年に結成され
たサークルです。
　現在会員は５人。５月から10月までの毎週火曜日、午
後７時30分から山内公民館で、舞扇流家元・大村徳海
先生の指導のもと古典や民謡に合わせて踊りの稽古
に励んでいます。地域の文化祭をはじめ、いものこまつ
りや市民ステージ祭などにも出演。高齢者施設への慰
問活動も行っています。
　「踊りを発表する機会が年に数回あるので、稽古も
やりがいがあります。練習後、みんなが持ち寄ったお菓
子を食べながら、世間話をするのが楽しみです」と笑
顔で話す会員の皆さん。
　会長の川越さんは「会員同士の親睦を大切に、楽し
く活動しています。踊りを覚え、体を使うことで健康維
持にも役立っています。興味のある方は、一度遊びに
来てください」と話していました。
◆問合せ 山内生涯学習センター　53-2187

材料（４人分）
○ハクサイ…160g ○キュウリ…40g ○いぶりがっこ…40g
○ニンジン…32g　○エダマメ…32g ○ショウガ…2g
○塩昆布…4g　○薄口しょうゆ…少々　○塩…少々
※調理作業中の塩は分量外　
作り方
①ハクサイは１㌢幅に、ニンジンは千切りにして、茹で　て冷ま
しておく。
②キュウリは輪切りにして、塩もみする。
③いぶりがっこは千切りに、ショウガは皮をむいてみじ　ん切り
にする。
④エダマメはさっと茹で、実を取り出す。
⑤①と②の水気をしぼり、③と④、塩昆布を混ぜ合わせ　る。
お好みで薄口しょうゆと塩で味を整える。
◎今月の紹介者

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー  23.0kcal
タンパク質   1.7g
脂　　　質   0.5g
塩　    分   0.5g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

212

2 3 4 5

3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

　山内地域の山間部は、
日照時間が少なく降雪時

期も早いため、大根を天日で干す
ことができませんでした。そのため
、大根を囲炉裏の上に吊るして〝熱
と煙〟で干したのが『いぶりがっこ』
の始まりと言われています。昔なが
らの手作りで、一本一本丹精こめて
仕上げた、本場山内の味をお楽し
みください。
（山内 いぶりがっこ生産者の会会長・高橋一郎さん）

2

朝倉小学校
主任学校栄養士・佐藤容子さん（左）
　　学校栄養士・鈴木政子さん（右）
　いぶりがっこの食感がアクセントに
なった和え物です。大根はビタミンＣや
食物繊維が豊富で、漬け物にするとビ
タミンＢ1やミネラルなどの栄養分もさら
に加わります。また、漬け物には、腸に
善玉菌を増やして体調を整える効果
があります。

いぶりがっこ和え

　今月の食材　　 『いぶりがっこ』

1

1

舞扇流『扇の会』
日本舞踊サークル（山内）

おおぎ

吉良　由紀さん
きら　ゆき(40歳・横手）

奈良県

■面積　42.68k㎡
■人口　90,297人
■世帯　36,695世帯

大阪

奈良県
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市
民
後
見
事
例
検
討
会
を
開

　
　

催
し
ま
す

　

権
利
擁
護
や
市
民
後
見
な
ど
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
弁

護
士
、
司
法
書
士
等
と
一
緒
に
学
び

ま
す
。
当
日
は
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
８
日(

水)

午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
30
分　

◆
場
所
／
横
手
庁
舎
５
階
第
２
・
３

　

委
員
会
室

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ

　

れ
あ
い
課　

３
５
‐
２
１
３
４

　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
参
加
者

　
　

募
集
！

◆
対
象
／
５
月
〜
７
月
に
出
産
予
定

　

の
妊
婦
と
そ
の
家
族

◆
日
時
・
内
容
／【
１
回
目
】３
月
２

　

日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時
、
妊
娠

　

中
の
上
手
な
食
事
の
と
り
方
・
マ

　

タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
・
妊
娠
中
の
歯

　

の
話
・
大
切
な
い
の
ち
の
話
『
妊

　

娠
経
過
と
生
活
の
仕
方
』

　
【
２
回
目
】３
月
９
日（
金
）午
後
６

　

時
30
分
〜
８
時
30
分
、沐
浴
練
習
・

　

パ
パ
の
妊
婦
体
験
・
赤
ち
ゃ
ん
の

　

お
世
話
の
仕
方

◆
申
込
期
限
／
２
月
24
日（
金
）

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
18
組

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　

進
課　

３
３
‐
９
６
０
０

　
　

忍
者
ま
ち
を
走
る
！　

横
手

　
　

の
巻　

冬
の
陣

　

Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
と
、
よ

こ
て
イ
ー
ス
ト
が
修
行
の
舞
台
。
忍

者
に
な
っ
て
み
ん
な
で
遊
び
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
26
日(

日)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分　

◆
場
所
／
横
手
市
児
童
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
小
学
生
先
着
70
人

◆
申
込
み
／
横
手
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

３
２
‐
２
４
２
６

　
　

第
３
回
地
場
地
産
料
理
教
室

　
『
い
ぶ
り
が
っ
こ
』を
使
っ
た
創
作

料
理
を
作
り
ま
す
。
※
託
児
要
予
約

◆
日
時
／
２
月
28
日（
火
）午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
一
般
女
性
12
人
（
応
募
者

　

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）

◆
申
込
期
間
／
２
月
６
日（
月)

午
前

　

９
時
〜
17
日（
金)

午
後
５
時

◆
申
込
み
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
３
９
９
５

　
　

第
６
回
あ
い
あ
い
☆
広
場

　
　
『
楽
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
』

◆
日
時
／
３
月
７
日(

水)

午
前
10
時

　

〜
正
午　

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と

　

そ
の
家
族
先
着
10
組

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
開
始
／
２
月
２
日（
木
）午
前

　

９
時

◆
申
込
み
／
朝
倉
公
民
館

　
　

３
５
‐
２
１
３
８

　
　

第
４
回
横
手
市
民
ス
キ
ー
大
会

　
　

参
加
者
募
集

◆
日
時
／
２
月
26
日(

日)

午
前
８
時

　

30
分
集
合

◆
場
所
／
天
下
森
ス
キ
ー
場

◆
種
目
／
大
回
転

◆
参
加
資
格
／
市
内
に
在
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

◆
参
加
費
／
２
０
０
円(

保
険
料
込)

◆
申
込
期
限
／
２
月
15
日(

水)
◆
申
込
み
／
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
て　
　

　
（
横
手
・
増
田
地
域
は
各
体
育
館
）

◆
問
合
せ
／
横
手
市
体
育
協
会
事
務

　

局　

３
８
‐
８
１
２
２

　
　

第
８
回『
か
い
ご
教
室
』

　

か
い
ご
の
実
技
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
21
日(

火)

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
横
手
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
部
地
域
福
祉
課　

３
６
‐
５

　

３
７
７
ま
た
は
最
寄
り
の
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

　
　

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会
主

　
　

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
『
応
援
し
た
く
な
る
人
』
と
題
し
、

オ
リ
ジ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代

表
の
杉
井
保
之
氏
が
、
充
実
し
た
人

生
を
送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お
教
え

し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
15
日（
水
）午
前
10
時

　

〜
正
午

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用

　

創
出
協
議
会
事
務
局
（
市
商
工
労

　

働
課
内
）　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

　
　

関
心
の
あ
る
女
性
の
方
へ

　

セ
ン
タ
ー
の
内
容
を
説
明
す
る
昼

食
会
を
開
催
し
ま
す
。
昼
食
会
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
２
日(

金)

午
前
11
時

　

〜
午
後
３
時　

◆
場
所
／
よ
こ
て
シ
ャ
イ
ニ
ー
パ
レ

　

ス
◆
昼
食
会
費
／
１
人
３
，
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
２
月
15
日（
水
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー
本
部
事
務
局　

３
３
‐

　

６
８
４
０
ま
た
は
各
支
所

催　
し

お
知

ら
せ

講　
座

募　
集

催　
し

講　
座

　
　
『
十
文
字
雪
ま
つ
り
』の
雪
像

　
　

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　

２
月
18
日（
土
）に
開
催
す
る
『
十

文
字
雪
ま
つ
り
２
０
１
２
』
に
合
わ

せ
て
、
市
民
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
に

は
賞
金
５
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

◆
募
集
定
数
／
先
着
10
チ
ー
ム

◆
申
込
期
限
／
２
月
６
日（
月
）

◆
申
込
み
／
道
の
駅
十
文
字

　
　

２
３
‐
９
３
２
０

　
　

秋
大
横
手
分
校
公
開
講
演
会

　
　
『
横
手
を
訪
れ
た
画
家
た
ち
』 

　

か
ま
く
ら
を
題
材
に
し
た
作
品
を

残
し
た
画
家
や
、
横
手
に
ゆ
か
り
の

あ
る
画
家
を
、
絵
画
に
触
れ
な
が
ら

紹
介
し
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
18
日（
土
）午
後
１
時

　

〜
２
時
30
分

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
講
師
／
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

　

美
術
教
育
講
座
・
猪
巻
明
准
教
授

◆
定
員
／
先
着
30
人

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
秋
田
大
学
横
手
分
校

　
　

３
８
‐
８
３
０
４

　
　

秋
田
県
立
大
学
『
科
目
等
履

　
　

修
生
・
聴
講
生
』
募
集
中

　

平
成
24
年
度
前
期
（
４
月
１
日
〜

９
月
30
日
）
の
科
目
等
履
修
生
（
受

講
科
目
の
単
位
取
得
可
能
）
と
聴
講

生
（
授
業
の
聴
講
可
。
た
だ
し
単
位

修
得
不
可
）
を
募
集
中
で
す
。

◆
費
用
／
①
入
学
検
定
料
９
，８
０
０

　

円
、
②
入
学
料
２
８
，２
０
０
円
、

　

③
１
単
位
当
た
り
授
業
料【
科
目
等

　

履
修
生
】１
４
，８
０
０
円
、【
聴
講

　

生
】７
，４
０
０
円
※
以
前
、
科
目

　

等
履
修
生
・
聴
講
生
で
あ
っ
た
方

　

は
、
①
と
②
が
免
除
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
２
月
17
日（
金
）

◆
申
込
み
／
秋
田
県
立
大
学
秋
田
キ

　

ャ
ン
パ
ス　

０
１
８
‐
８
７
２
‐

　

１
５
０
０
、
同
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

０
１
８
４
‐
２
７
‐
２
０
０
０

　
　

所
得
税
・
消
費
税
の
確
定
申

　
　

告
は『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
で
！

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
手
続
き

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
告
の
『
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
間
を
除
き
、
24
時

間
利
用
で
き
、
還
付
金
が
早
め
に
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
等
に
よ
り
横
手
市
に
避
難
し
て
い

る
方
の
申
告
は
、
横
手
税
務
署
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署

　
　

３
２
‐
６
０
９
０

　
　

平
成
23
年
度
特
許
活
用
講
習

　
　

会
を
開
催
し
ま
す

　

特
許
の
基
礎
知
識
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
検
索
、
出
願
手
続
き
方
法
を
学

び
ま
す
。

◆
日
時
／
２
月
15
日（
水
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房（
外
目
）

◆
対
象
者
／
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力  

  

が
で
き
る
方

◆
定
員
／
先
着
10
人
（
要
予
約
）

◆
受
講
料
／
無
料

◆
申
込
み
／
秋
田
県
発
明
協
会

　
　
　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
４
２
８
２

　
　

秋
田
県
司
法
書
士
会
主
催
の

　
　

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
、

多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
相
談
日
／
２
月
８
日(

水)

午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
商
工
会
議
所

◆
定
員
／
先
着
４
件
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
秋
田
県
司
法
書
士
会　

　
　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
０
５
５

　この制度は、県内市町村の住民がお互いの助け合いに
よって、災害に遭った方々を救済するものです。　
　各世帯に申込用紙を配布しますので、必要事項を記入
し、掛け金を添えてお申し込みください。

＊市政協力員が、加入受付や掛金の集金を行うことはあ
　りません。
◆共済期間／平成24年４月１日（途中加入の場合は加入
　　　　　　日の翌日）から平成25年３月31日
◆加入資格／市内に住んでいて、住民登録または外国人
　　　　　　登録している方
◆申 込 み／各地域局地域振興課、秋田銀行・北都銀行
　        　・羽後信用金庫・秋田しんせい農協・秋田
　　　　　　おばこ農協・ゆうちょ銀行・郵便局
◆問 合 せ／市総務企画部総務課　35-2161　　　　　
　　　　　　または各地域局地域振興課まで　　

平成24年度交通災害・不慮の災害
共済の受付が始まります!!

平成24年度交通災害・不慮の災害
共済の受付が始まります!!

●交通災害共済掛金　　 400円/1人
●不慮の災害共済掛金　 600円/1人

除雪にご協力ください除雪にご協力ください
◎ごみ集積所
　ごみ集積所周辺の雪が多くなると、収集車にごみを積
み込む作業に時間がかかり、収集時間が遅くなる原因と
なります。また、収集車を長時間停車させることは、交
通の妨げにもなりますので、集積所を利用する町内会等
で除雪のご協力をお願いします。
◎便槽のふた部分
　降雪期に入り、し尿・汚泥を貯める便槽や合併浄化槽
のふたが雪に埋もれてしまい、汲み取り作業が大変困難
になっています。便槽のふた部分やその付近の除雪に、
ご協力をお願いします。なお、収集に関するお問い合わ
せは、各し尿収集業者までお願いします。
◆問合せ／市市民生活部生活環境課　35-2184

2

2

2

講　
座

催　
し

お
知

ら
せ

募　
集

募　
集

講　
座

講　
座

相　
談

お
知

ら
せ
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地域からのお知らせ 情報～information～

広告広告

　
『第５回かまくら冬語り』
　かまくらに合わせて、とっぴんぱらりのプーと横手ふ
るさと語りの会合同で、昔語りを行います。
●日時／２月16日(木)午後１時～４時　●場所／かまく
ら館　●入場料／無料　●問合せ／尾形さん 　32-0630
　
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／２月19日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／講演『横手駅前（東口）地域のあゆみ』講師：小松田
正司氏、昔語り：柴田ユミ子氏 ●参加費／800円（洋菓子
付）※要予約　●問合せ／煉瓦屋 　33-2811
　
『“大切な我が子”を内部被ばくから守るために、今パパ
ママにできること』
　チェルノブイリで被災した子どもたちを日本に招き、
転地療養を行っている、ＮＰＯ法人チェルノブイリへの
かけはし代表・野呂美加氏のお話をお聞きします。
●日時／２月20日(月)午後１時～３時 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ　●参加費／500円　●申込み／ママの願い
ネットワーク秋田県南 吉岡さん 　080-3140-0355 （受付
午前９時～午後４時）
　　
プリザーブドフラワー教室『テーマ：かわいいひなまつり』
●日時／２月22日(水)・25日(土)、午後１時30分～３時30分
●場所／あさくら館　●参加費／2,500円（材料費）　●持
ち物／はさみ　●申込み／藤王さん 　090-7064-5602
　
日本将棋連盟横手支部　月例将棋大会
●日時／２月26日(日)午前９時30分～  ●場所／女性セ
ンター  ●参加費／一般1,000円、学生700円（昼食、参加
賞付）●問合せ／中田さん 　32-2479
　
パークゴルフで健康づくりを始めませんか！
●日時／４月14日（土）午前９時～※毎月第２土曜日開催
●場所／雁の里山本公園ほか ●年会費／2,000円 ●問合
せ／横手市パークゴルフ協会 小林さん 　080-1819-1815
　

　　
『糸アートⅡ』佐藤道枝・「織」作品展
●期間／２月19日（日）まで、午前10時～午後４時※火曜
日休館　●入場料／無料　●場所・問合せ／『ね・ま～れ』

（十文字駅前通り） 　42-5320
　　
『第９回横手絵画美術同好会作品展』
●期間／２月２日(木)～３月５日（月）、午前10時～午後
５時　●場所／秋田ふるさと村・工芸展示館 ●入場料／
無料  ●問合せ／榊原さん 　33-8870
　　
『ＴＰＰフォーラムin湯沢』ＴＰＰでどうなる!?ニッポン
　農業と医療の専門家が、ＴＰＰ参加の影響について分
かりやすく説明します。
●日時／２月５日(日)午後２時～５時　●場所／湯沢ロ
イヤルホテル ●内容／講演①『ＴＰＰでどうなる!?農業
と地域経済』講師：東京大学教授・鈴木宣弘氏、②『金持ち
より心持ち～信州の地域医療の現場から』講師：佐久総合
病院医師・色平哲郎氏 ●参加費／無料 ●問合せ／ＴＰＰ
を考える国民会議 秋田支部 藤川さん 　090-9530-7774
　　
『リンパマッサージ体験』
●日時／２月13日（月）・17日（金）、①午前10時30分～②
午後１時～ ●場所／旭ふれあい館　●参加費／500円※
要予約　●申込み／中村さん 　090-5595-0800
　
横手読書会 ２月例会
●日時／２月13日(月)午後２時～ ●場所／女性センター 
●演題／家庭科教育と秋田の食文化 ●講師／雄物川高等
学校・佐々木信子校長 ●問合せ／横手図書館 　32-2662
　
南部シルバーエリア　各種イベント案内
【『つるしびな飾り』大橋壽子・門下生作品展】入場無料
●期間／２月15日(水)～３月６日(火)、午前９時～午後５時
【料理教室】おひなさまメニュー
●日時／２月26日(日)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人 ●持ち物／エプロン 、
筆記用具  ●申込開始／２月１日(水)  ●申込み／南部
シルバーエリア 　26-3880
　
市民公開講演会『原子力早わかり』東北・横手はどうなる
　元内閣府原子力委員会委員長の藤家洋一・広島大学学術
顧問を講師に、原子力についての講演会を開催します。
●日時／２月15日(水)午後４時開演 ●場所／かまくら館
※駐車場不足のため車でお越しの方は、道路管理センタ
ー（市役所南庁舎向い）に駐車し、横手体育館前より無料
シャトルバスをご利用ください。  ●入場料／無料 ●事
前質問／どんな質問でも結構ですので、２月４日（土）ま
でファクスでお寄せください  ●問合せ／（社）横手法人
会（横手商工会議所内） 　35-7766 　35-7767 
　

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

すみ　こ

   

種類月日・地域

２月１日(水)
横　手

２月５日(日)
横　手

２月17日(金)
増　田

受付時間

10：00～11：00
12：00～13：00
13：30～14：30
15：15～16：00
10：00～11：40
13：00～15：40
10：00～10：45
12：15～13：00
13：45～14：30
15：15～16：00

実　施　場　所

タカヤナギ・グランマート婦気店
横手警察署
奥山ボーリング㈱
大和組

イオンスーパーセンター横手南店
（ふれあい献血キャンペーン）

ＪＡ秋田ふるさと増田総合支店
ＪＵＫＩ吉野工業㈱
りんごの里福寿園
横手市役所　増田庁舎

全血

献血日程

 
 
  
 
  
  
  
  
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　　
　
　　
　　
　　
　　
　
　　

　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　

   

　昨年11月に、県高校生商品開発コンテ
ストで最優秀賞を受賞した、横手清陵学
院高校・家庭クラブの横手まんぷく和風
御膳が、商品化を目指しかまくら期間中
に限定提供されます。山内いものこが入
った納豆汁や横手黒毛和牛など、横手の
魅力満載の和風御膳をご賞味ください。
◆期　間／２月11日（土）～16日（木）
◆時　間／ランチ11：00～15：00、ディナー17：00～22：00
◆価　格／1,000円（税込み）※サラダバー＆ドリンクバー付
◆予　約／ご利用前日の15：00まで※１日30食限定
◆場　所・申込み／横手セントラルホテル 　33-3875

〝横手まんぷく和風御膳〟期間限定提供〝横手まんぷく和風御膳〟期間限定提供

おり
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読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

日本国秋田県横手市

２２
（12/16～1/15日到着分）

（12/16～1/15日到着分）

１１
20122012

ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
よ
り中学生が大字書に挑戦した大雄書き初め大会

中学生が大字書に挑戦した大雄書き初め大会

読者の声

　

友
人
が
初
め
て
屋
根
の
雪
下
ろ
し

に
挑
戦
し
、
や
っ
て
い
く
う
ち
に
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
よ
う
で
楽
し
く
な

っ
て
き
た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
話

を
聞
い
て
い
る
と
危
な
っ
か
し
く
、

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
と
願
う
ば
か

り
で
す
。（

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん･

50
歳･

横
手
）

　

正
月
前
か
ら
雪
が
多
く
降
っ
た
た

め
、
雪
寄
せ
が
大
変
で
す
。
も
う
、

屋
根
の
雪
も
下
ろ
し
ま
し
た
。
体
力

も
落
ち
て
き
た
の
で
、
あ
ま
り
降
ら

な
い
で
ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
60
歳
・
十
文
字
）

　

市
報
の
『
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
』
の

コ
ー
ナ
ー
の
子
ど
も
た
ち
の
ポ
ー
ズ

が
と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。
私
が
子

ど
も
の
頃
は
、
み
ん
な
ピ
ー
ス
し
か

し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

少
子
化
と
言
い
な
が
ら
も
、
た
く
さ

ん
の
子
ど
も
た
ち
が
い
る
な
ぁ
と
、

毎
号
、
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

（
こ
ま
き
さ
ん･

33
歳
・
横
手
）

　　

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
当
選
番

号
を
確
認
し
よ
う
と
新
聞
を
見
て
い

た
ら
、
１
歳
半
に
な
る
孫
が
、
そ
の

上
に
ド
カ
ッ
と
座
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
「
そ
う
だ
っ
た
！
孫
が
宝
物

だ
」
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
み
ん

な
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
祈
っ
て

い
ま
す
。（Ｍ

・
Ｓ
さ
ん･

54
歳
・
平
鹿
）

　

仙
台
か
ら
横
手
に
嫁
い
で
10
年
に

な
り
ま
す
。
仙
台
に
い
た
頃
は
、
６

人
家
族
で
砂
糖
１
俵
使
う
の
に
、
１

年
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
横
手
で

は
１
カ
月
で
使
い
切
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
初
め
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
売
り
出
し
の
日
に
並
ん

で
、
買
え
た
時
の
達
成
感
と
並
ん
で

い
る
間
の
知
ら
な
い
方
と
の
世
間
話

が
ひ
そ
か
な
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。（

Ａ
・
Ｏ
さ
ん
・
33
歳
・
雄
物
川
）

　

先
月
号
の
『
た
よ
り
』
の
ペ
ー
ジ

で
、
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
『
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
』
に
目
が
い
き
ま
し
た
。
亡

く
な
っ
た
母
が
、
昔
、
実
家
の
横
手

か
ら
嫁
ぎ
先
へ
帰
る
と
き
、
酒
ま
ん

じ
ゅ
う
を
お
土
産
に
す
る
の
が
恒
例

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
母
に
手
を
つ
な

が
れ
て
い
た
幼
少
期
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

（
佐
藤
都
さ
ん
・
横
手
）

　

12
月
中
旬
に
東
京
に
行
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
で
し
た
が
、
夜

の
街
は
暗
か
っ
た
で
す
。
今
の
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
が
表
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

必
要
な
も
の
と
不
必
要
な
も
の
を
よ

く
考
え
、
有
効
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

わ
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
50
歳
・
横
手
）

　　

昨
年
10
月
の
出
来
事
で
す
。
家
の

仕
事
が
終
わ
っ
た
の
で
、
自
転
車
で

買
い
物
に
出
か
け
ま
し
た
。
好
物
が

買
え
た
満
足
感
に
ひ
た
り
、
自
転
車

の
前
カ
ゴ
に
買
っ
た
も
の
を
入
れ
た

ま
ま
数
分
離
れ
る
と
、
袋
ご
と
消
え

て
い
ま
し
た
。
戻
っ
て
く
る
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
こ
と
が
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

お
店
に
届
け
ま
し
た
。
再
び
同
じ
も

の
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
が
、
も
う

二
度
と
こ
ん
な
こ
と
を
し
な
い
で
ほ

し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
Ｅ
・
Ｓ
さ
ん
・
76
歳
・
十
文
字
）

　

都
会
に
住
む
私
の
友
人
夫
婦
は
２

人
と
も
『
横
手
育
ち
』
。
食
卓
は
、

実
家
や
兄
弟
た
ち
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
も
の
で
い
っ
ぱ
い
だ
そ
う
で
す
。

『
納
豆
汁
』
『
い
る
か
の
ザ
ッ
パ
』

『
稲
庭
う
ど
ん
』
『
ば
し
ょ
う
菜
』

な
ど
…
地
元
で
暮
ら
す
私
は
、
お
し

ゃ
れ
な
食
べ
も
の
に
憧
れ
、
都
会
の

人
は
『
田
舎
の
味
っ
こ
』
を
求
め
る

ん
で
す
ね
。
年
々
、
大
家
族
で
食
べ

て
い
た
昔
の
味
が
恋
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
そ
う
で
す
。

(

だ
る
ま
っ
娘
さ
ん･

61
歳･

雄
物
川)

　

先
日
、
慣
れ
な
い
雪
道
を
車
で
走

行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ス
リ
ッ
プ
し
、

路
肩
の
雪
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
自
力
で
抜
け
出
そ
う
と
し
て

も
、
抜
け
出
せ
ず
、
困
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
が

次
々
止
ま
り
、
助
け
出
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
改
め
て
、
横
手
の
皆
さ

ん
の
あ
た
た
か
さ
に
感
動
し
、
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、
私
も
助
け
る

こ
と
で
恩
返
し
し
よ
う
と
誓
い
ま
し

た
。

(

栗
原
研
さ
ん･

21
歳･

大
森)

　　

横
手
剣
連
の
初
稽
古
で
、
正
月
ボ

ケ
し
た
体
が
一
気
に
目
覚
め
ま
し
た
。

今
年
も
形
演
武
を
披
露
し
、
少
し
緊

張
し
て
息
が
苦
し
く
な
り
、
静
ま
り

返
っ
た
会
場
に
呼
吸
す
ら
響
き
渡
る

よ
う
で
、
さ
ら
に
汗
を
か
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
学
生
か
ら

80
代
ま
で
、
歳
を
忘
れ
て
剣
道
を
楽

し
み
ま
し
た
。
今
年
も
皆
さ
ん
と
一

緒
に
『
剣
道
の
理
念
』
を
胸
に
、
稽

古
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

ル
ー
ト
66
さ
ん･

53
歳･

横
手)

　

今
年
も
雪
の
日
々
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
痛
む
足
と
戦
い
な
が
ら
雪
投

げ
を
し
て
い
ま
す
。
楽
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
水
が
流
れ
て
い
る

と
、
つ
い
つ
い
時
間
が
長
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
自
分
で
や
ら
な
い
と

や
っ
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
の
で
す

が
、
あ
と
何
年
で
き
る
か
不
安
で
す
。

(

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん･

67
歳･

十
文
字)

　

昨
年
10
月
に
、
私
た
ち
夫
婦
と
友

人
夫
婦
の
４
人
で
、
金
婚
式
を
祝
い
、

山
陰
・
山
陽
方
面
に
旅
行
に
行
き
ま

し
た
。
若
い
頃
は
姑
や
夫
へ
の
愚
痴

を
言
い
、
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
こ
と
、
孫
の
こ
と
、
近
所

と
の
付
き
合
い
、
そ
し
て
家
族
の
健

康
の
こ
と
な
ど
何
で
も
話
せ
る
、
か

け
が
え
の
な
い
友
人
で
す
。
心
に
残

る
楽
し
い
旅
で
し
た
。

(

佐
藤
静
子
さ
ん･

68
歳･

十
文
字)

　　

１
月
７
日
、
柏
市
立
柏
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
百
八
十
数
名
の
大
演
奏
を

横
手
市
民
会
館
で
聞
き
ま
し
た
。
音

楽
劇
に
始
ま
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
ま
で

聞
き
ほ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
で

も
、
秋
田
の
民
謡
や
秋
田
県
民
歌
な

ど
、
秋
田
に
来
る
た
め
に
練
習
し
た

ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
新
年
早
々
、
感
動
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

Ｋ
・
Ｈ
さ
ん･

71
歳･

平
鹿)

　

タ
イ
ト
ル
部
分
の
写
真
は
、
３
人

の
中
学
生
が
大
字
書
に
挑
ん
だ
大
雄

書
き
初
め
大
会
の
ひ
と
コ
マ
。
20
㌔

近
い
大
筆
を
振
る
う
姿
に
頼
も
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。　

　

今
回
は
雪
下
ろ
し
に
関
す
る
お
た

よ
り
が
た
く
さ
ん
届
き
ま
し
た
。
屋

根
の
雪
下
ろ
し
作
業
は
危
険
が
伴
い

ま
す
。
『
雪
下
ろ
し
注
意
情
報
』
な

ど
を
参
考
に
、
無
理
の
な
い
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
除

排
雪
作
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　毎日、朝・昼・夕方に放送している下記の番組内
で、横手市内の道路などの除・排雪や流雪溝の情報
を随時お知らせしています。
　ぜひ〝横手かまくらエフエム〟でご確認ください。

放送番組名
◆月曜日から金曜日
　・午前７時～９時      Good Morning YOKOTE
　・午前11時～午後１時　グーグーらじお
　・午後４時30分～６時　ＹＯＵナビ
◆土曜日と日曜日
　・午前８時30分～10時　フレッシュＮＯＷ
　・午前11時～午後１時　はぴ☆サタ（土曜日）
　　　　　　　　　　　　GoGo774チャンネル
　　　　　　　　　　　 （日曜日）
　・午後６時～６時30分　横手トピックス

 
横手かまくらＦＭで、
雪に関する情報を
放送しています

（ホームページ番号：000008492）

発行号「２月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　２月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　昨年まで４年連続で収穫量
日本一の大雄産ホップ。毬花
はビールの原料に使われます
が、葉には抗がん作用や血圧
抑制効果のある物質が多く含
まれています。
　そのホップの葉を特別製法で粉末にしたホップ茶は、
赤ワインの20倍のポリフェノール、発芽玄米の４倍の
ＧＡＢＡのほか、ミネラルや食物繊維を多く含み、毎
日飲むほどに良さが実感いただけます。話題の健康茶
『よこて大雄ホップ茶』（15㌘入り）を５名様に。
【提供】㈱大雄振興公社 　52‐2188
※ゆとりおん大雄ほか県内スーパーなどで販売しています。

ポリフェノール含有日本一のお茶

よこて大雄ホップ茶
まりばな
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先見の明と卓越した技術で産地を牽引
　

雪
原
に
立
つ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
、
色
と
り
ど
り

の
ダ
リ
ア
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
日
々
、
ハ
ウ
ス

内
の
温
度
や
湿
度
、
品
種
ご
と
に
異
な
る
肥
培
管
理
に
目
を

光
ら
せ
る
羽
川
さ
ん
は
、
『
秋
田
の
花
づ
く
り
の
第
一
人
者
』

と
称
さ
れ
る
県
内
随
一
の
花
き
生
産
の
巧
だ
。

　

県
立
農
業
大
学
園
で
は
稲
作
を
専
攻
。
卒
業
と
同
時
に
就

農
し
た
が
、
数
カ
月
を
雪
に
覆
わ
れ
る
こ
の
地
で
は
、
稲
作

だ
け
で
は
立
ち
往
か
な
い
と
考
え
、
千
葉
県
の
花
き
農
家
の

門
戸
を
た
た
く
。
半
年
間
の
研
修
の
の
ち
、
昭
和
44
年
に
約

30
坪
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
フ
リ
ー
ジ
ア
の
栽
培
を
始
め
た
。

米
の
減
反
政
策
が
始
ま
る
前
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

少
し
ず
つ
規
模
を
拡
大
し
、
ハ
ウ
ス
面
積
が
１
２
０
坪
と

な
っ
た
５
年
目
の
11
月
、
未
曾
有
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
る
。

ハ
ウ
ス
は
『
四
八
豪
雪
』
に
骨
ご
と
潰
さ
れ
、
出
荷
目
前
の

ス
ト
ッ
ク
も
台
無
し
に
な
っ
た
。
羽
川
さ
ん
は
、
雪
国
で
の

花
き
栽
培
の
難
し
さ
を
痛
感
し
、
茫
然
自
失
し
た
。

　

し
か
し
、
恩
師
や
家
族
、
何
よ
り
自
分
自
身
の
夢
に
報
い

る
た
め
、
翌
年
に
は
ハ
ウ
ス
の
再
建
を
決
意
。
豪
雪
で
得
た

教
訓
か
ら
、
ハ
ウ
ス
を
耐
雪
型
に
す
る
こ
と
で
作
目
の
選
択

の
幅
を
広
げ
、
出
荷
期
間
の
延
長
も
可
能
に
し
た
。
ま
た
、

露
地
栽
培
に
適
し
た
複
数
の
作
目
も
導
入
し
、
見
事
に
規
模

の
拡
大
と
気
象
災
害
か
ら
の
危
険
分
散
を
両
立
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
も
、
防
除
や
出
荷
調
整
作
業
の
機
械
化
、
有
機
栽

培
や
環
境
保
全
な
ど
の
挑
戦
を
続
け
、
平
成
19
年
に
は
電
照

に
よ
る
ダ
リ
ア
の
冬
季
栽
培
を
開
始
。
「
栽
培
技
術
や
流
通

の
課
題
は
多
い
」
と
言
う
も
の
の
、
品
薄
の
冬
期
間
に
出
荷

さ
れ
る
品
質
の
良
い
ダ
リ
ア
は
、
市
場
の
評
価
も
高
い
。

　

ま
た
、
自
身
の
経
営
だ
け
で
な
く
、
生
産
組
織
の
立
ち
上

げ
や
ル
ー
ル
づ
く
り
、
技
術
の
平
準
化
、
県
外
市
場
出
荷
や

規
格
の
改
正
な
ど
で
常
に
時
代
を
先
取
り
し
続
け
、
十
文
字

を
県
内
ト
ッ
プ
の
花
き
生
産
地
に
押
し
上
げ
た
。
「
栽
培
技

術
を
独
り
占
め
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
を
共
有
し
、
助
け

合
う
気
持
ち
が
大
事
」
と
語
る
巧
は
、
こ
れ
か
ら
も
持
ち
前

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
前
進
し
続
け
る
に
違
い
な
い
。　

花き生産者Vol.74

たくみ

広告

新しいことを定着させるのは大変だが、
挑戦することの面白さがある。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
れ
て
の
体
験
記
や
震
災
支
援
の

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

次
代
を
担
う
中
・
高
生
が
肌
で
感
じ
た
〝
支
え
合
い
〞
の
尊
さ

横手清陵学院中学校・高等学校
生徒会などが被災地支援活動

地震に負けない横手

支え合おう東北
8

羽川 與助さん（64歳・十文字）
はがわ　よすけ
昭和22年、旧睦合村生まれ。秋田県立農業大学園を
卒業後、昭和42年に就農。同44年に花き経営を開始
し、同51年に中村花き出荷グループを結成。花き生
産者の先駆けとして組織の立ち上げに携わり、十文
字町農業協同組合花き出荷組合長、秋田県花き生産
者連絡協議会会長、(社)日本花き生産協会北海道東
北ブロック選出理事など歴任。平成23年から県ダリ
ア栽培技術アドバイザー。羽川園芸代表。

市役所を訪れて藤井孝芳総務企画部長に
義援金を手渡す佐々木寛・高校生徒会長
と石川瑛梨・中学校生徒会長

12月４日のチャリティ－イベントで同校
が実用新案登録している電子ミニミニか
まくらの作り方を指導する生徒たち

　つい先日、年が明けた
ばかりのような気がして
いましたが、もう２月。
これからが雪本番ですが、
暦の上ではもうすぐ春で
すね。さて、私事ですが、
来月出産を控え、今号を
もって産休を頂くことに
なりました。この『あと
がき』を書いている今も、
お腹の中のもうひとつの
命は元気に動いています。
この先に待っている未経
験の世界に、少し不安も
ありますが、それを楽し
んでいこうと思っていま
す。さまざまなものを吸
収し、よりパワーアップ
して戻ってきますので、
これからもどうぞよろし
くお願いします！（裕子）

あとがき
広報担当者のつぶやき

横手図書館 ・・・・・・ 2月1・8・15日
増田図書館 ・・・・・・ 2月1～3・6・13日
平鹿図書館 ・・・・・・ 2月1・7・14日
雄物川図書館 ・・・・ 2月1・8・15日
大森図書館 ・・・・・・ 2月1・7・14日
十文字図書館 ・・・・ 2月1・8・13～17日
山内図書館 ・・・・・・ 2月4・5・11・12日
大雄図書館 ・・・・・・ 2月2・6・9・11・13・16日
雄物川郷土資料館　2月6・13日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 2月22日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 2月7・14日
えがおの丘 ・・・・・・ 2月6・13日
大森健康温泉 ・・・・ 2月6・13日
ゆとりおん大雄 ・・ 2月9日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 2月1・8・15日
　西・南部 ・・・・・・ 2月4・5・11・12日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 2月6・13日
南部シルバーエリア　2月6・13日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　2月1・8・15日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　2月1・8・15日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　診 療 日　2月13・27日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～14：30
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　2月7・14日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　2月2・9・16日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

　

東
日
本
大
震
災
は
、
被
災
地
に
住

む
人
々
の
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
、
直

接
的
な
被
害
の
少
な
か
っ
た
私
た
ち

に
も
多
く
の
影
響
を
与
え
た
。
そ
れ

は
、
多
感
な
年
代
の
中
学
生
や
高
校

生
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
い
。

　

横
手
清
陵
学
院
の
校
内
に
掲
示
さ

れ
た
『
県
境
な
き
市
民
団
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

Ａ
』
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
か
け

る
ポ
ス
タ
ー
に
、
何
人
か
の
生
徒

の
心
が
動
い
た
。
「
何
か
力
に
な

れ
る
こ
と
は
な
い
か
」
―
高
校
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
部
員

た
ち
は
、
顧
問
の
先
生
と
相
談
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
日
帰
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
を
決
め
、

６
月
に
岩
手
県
大
船
渡
市
で
ガ
レ

キ
の
撤
去
作
業
に
あ
た
っ
た
。

　

こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
高
校
の

生
徒
会
で
は
夏
休
み
期
間
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
募
集
。
20
人

近
い
生
徒
が
活
動
を
希
望
し
、
大

船
渡
市
で
の
被
災
者
へ
の
支
援
物
資

の
配
布
活
動
に
参
加
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
の
生
徒
会
で
も
学
習
用
品
な

ど
の
支
援
物
資
を
集
め
て
、
被
災
地

に
送
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
ひ
と
区
切
り
と

し
て
、
生
徒
た
ち
に
よ
る
震
災
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
、
あ
か

り
フ
ェ
ス
タ
の
点
灯
式
に
合
わ
せ
て

12
月
４
日
に
行
わ
れ
た
。
会
場
と
な

っ
た
Ｙ（
わ
い
わ
い
）ぷ
ら
ざ
で
は
、

総
合
技
術
科
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
班
の
生
徒

に
よ
る
電
子
ミ
ニ
ミ
ニ
か
ま
く
ら
の

製
作
体
験
と
販
売
、
家
庭
ク
ラ
ブ
部

員
に
よ
る
地
元
野
菜
を
使
い
自
分
た

ち
で
商
品
開
発
し
た
お
菓
子
の
販
売
、

美
術
部
員
に
よ
る
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド

ル
の
製
作
体
験
が
行
わ
れ
、
生
徒
会

役
員
た
ち
も
声
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
募

金
を
呼
び
か
け
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
の
募
金
や
収
益
金
と

校
内
で
の
募
金
活
動
を
合
わ
せ
る
と

６
万
５
千
円
あ
ま
り
の
義
援
金
が
集

ま
っ
た
。
生
徒
会
は
、
そ
の
使
い
途

を
市
に
相
談
。
市
で
は
、
職
員
か
ら

の
義
援
金
な
ど
と
合
わ
せ
、
市
内
に

避
難
し
て
い
る
被
災
者
に
現
金
配
布

す
る
こ
と
と
し
、
年
末
に
手
分
け
を

し
て
１
２
４
人
の
避
難
者
に
現
金
を

手
渡
し
た
。

　

自
身
も
、
９
月
に
宮
城
県
沿
岸
部

の
七
ヶ
浜
町
で
炊
き
出
し
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
経
験
し
た
高
校
生
徒

会
長
の
佐
々
木
寛
さ
ん
（
２
年
・
大

森
）
は
「
全
校
を
挙
げ
て
自
分
た
ち

が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

小
さ
な
こ
と
で
も
継
続
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
と
話
す
。

こ
う
し
た
思
い
を
抱
き
、
行
動
に
移

す
高
校
生
の
存
在
は
同
校
に
か
ぎ
っ

た
こ
と
で
は
な
い
。

　

大
地
震
の
発
生
か
ら
間
も
な
く
１

年
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
不
便
な
生

活
を
送
る
被
災
地
の
人
や
、
自
宅
に

戻
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
人
も
多
い
。

時
間
と
と
も
に
被
災
地
へ
の
意
識
が

薄
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、

次
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
自
発
的
に

こ
う
し
た
経
験
を
積
む
こ
と
は
、
心

強
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２

よ
ん
ぱ
ち

み
ち

か
な
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建国記念の日

　法 相談予約受付開始（2/15分）　市総務課　35-2161
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
発酵フォーラムin横手　13：00～、横手セントラルホテル
　心 横手地域局
健康相談・栄養教室　10：00～11：00、大森健康温泉
大雄中学校閉校式典　14：00～、同中学校体育館
　心 十文字町幸福会館
大森中学校閉校式典　14：00～、同中学校体育館

エリア雪祭り2012　10：00～、南部シルバーエリア
長太郎稲荷神社梵天祭　11：00～、長太郎稲荷神社（大雄中島）
ぼんでん唄コンクール　13：00～、秋田ふるさと村
雄物川中学校閉校式典　13：30～、同中学校体育館
　急 平鹿総合病院（和賀医師）　32-5124
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 増田地区多目的研修センター
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　行 心 社協・大雄福祉センター　9:30～12：00
横手市入学おめでとう大会□13：30～、詳しくは6ページ
雪中田植え・どんど焼き　
元祖さるはんない幻灯　～12日　
　急 山﨑医院（平鹿）　24-1009
　急 市立横手病院（細谷医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124 

　心 大森コミュニティセンター

　法 市役所南庁舎
　　 　13：00～15：00、市総務課　35-2161
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

第21回あきた十文字映画祭　～19日　
　法 大森コミュニティセンター　10：00～12：00、
　　 社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
十文字雪まつり2012　9：00～、道の駅十文字
山内雪まつり2012　～19日、10：30～、道の駅さんない
梨木水かぶり　8：30～、梨木愛宕神社（十文字町梨木）
よこいち。　10：00～、よこてイースト、「テーマ：雪まつり」
　急 平鹿総合病院（渡辺医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848

Pick up
!!

Pick up
!!ピック
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『
横
手
の
雪
ま
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各
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梵
天
の

情
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は
、
５
ペ
ー
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を
ご
覧
く
だ
さ
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

２月５日（日）「トイ・ストーリー３」　　　　　　 【103分】
２月12日（日）「ハウルの動く城」　　　　　　 　　【119分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　横手市の中でも特に雪深
い増田町狙半内地域。沿道
の雪壁約10㌔に、素朴であ
たたかいロウソクが灯され、
訪れる人を幻想的な雰囲気
に包み込みます。
◆時　間／18：00～21：00
◆場　所／増田町狙半内
　※川口地区～滝ノ下地区
◆問合せ／狙半内地域
　　　　　センター　45-9020（火曜日～土曜日）

　大雄地域の阿気兜台
神社で行われる雪中田
植え。ワラと豆殻を束
ねたものを苗に見立て
雪面に植え付け、五穀
豊穣、家内安全を祈願
します。
◆場　所／阿気兜台神社
◆問合せ／大雄地域局産業建設課　52-3913

 

　俳優の永島敏行さん主演
の『ヘソモリ』を皮切りに、
邦画新鋭監督作品や名優・
原田芳雄さんの遺作『大鹿
村騒動記』など、名作から
話題作まで14作品を上映し
ます。また、監督や出演者
などによる舞台あいさつも
行われ、17日には永島敏行
さんや若林豪さんを迎えた
トークイベントも開催されます。詳しくは、映
画祭のホームページをご覧ください。
◆時　間／9：30開場※17日は11：30開場
◆場　所／十文字文化センター
◆入場料／１日券＝前売3,000円（当日3,800円）
　　　　　※指定日全ての作品を鑑賞できます
　　　　　作品券＝1,200円（当日会場で販売）
◆チケット／藤井書店、まつもと書店（スーパー
　　　　　　モールラッキー店）、道の駅十文字、
　　　　　　金喜書店、吉村写真館、パン工房
　　　　　　かつた他
◆問合せ／あきた十文字映画祭実行委員会事務局
　　　　　十文字地域局内　42-5114（藤原）
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第21回あきた十文字映画祭
 

■２月17日（金）～19日（日）

かぶとだい

Pick up
!!

Pick up
!!ピック
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雪中田植え・どんど焼き
 

■２月11（土）15：00～

Pick up
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元祖さるはんない幻灯
 

■２月11日（土）・12日（日）


